
データ連携基盤のあり方に関する
調査報告（暫定版）

令和６年度 第２回データ利活用WG

資料３



はじめに データ連携基盤のあり方に関する調査の概要

○調査の概要

・目 的 「全国都道府県情報管理主管課長会春季幹事会（R6.5.16）」において、「データ連携

基盤のあり方について」を本年度の研究テーマとし、「第１回研究会（R6.9.6）」に

おいて、各都道府県、各市区町村におけるデータ連携基盤の活用等の把握のため、調

査を実施

・対 象 各都道府県、各市区町村

・調 査 データ連携基盤（オープンデータ等）に関する質問 ２８問

内 容 データ連携基盤（パーソナルデータ）に関する質問 ２８問 計５６問

・時 期 令和６年（2024年）９月１８日から１０月２日まで

・回 答 1,446自治体回答（有効回答のみ集計）※R6.10.8時点

・その他 未提出の団体について、引き続き回収を行う。

回答結果からヒアリングすべき優良事例を選定し、ヒアリングを実施する。
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【全体】 回答数 割合

整備済 3 2%

未整備 174 97%

検討中 2 1%

計 179 100%

【全体】 回答数 割合

必要性が不明 31 18%

必要性は理解しているが

予算がない
24 14%

人的リソースが不足し検

討ができていない
100 57%

その他 19 11%

計 174 100%

未整備理由＜北海道分＞

データ連携基盤（オープンデータ等の整備状況）＜北海道分＞





【全体】 回答数 割合

整備済 3 2%

未整備 173 97%

検討中 3 2%

計 179 100%

【全体】 回答数 割合

必要性が不明 34 20%

必要性は理解しているが

予算がない
33 19%

人的リソースが不足し検

討ができていない
94 54%

その他 12 7%

計 173 100%

データ連携基盤（パーソナルデータの整備状況）＜北海道分＞

未整備理由＜北海道分＞




